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昭島市 市民意識調査 

 

概 要 版 

 

 市民意識調査概要版は、平成20年12月に実施した「昭島市 市民意識調査」を要約し

たものです。 

 

＜調査の概要＞ 

（１） 調 査 地 域  昭島市全域 

（２） 調 査 対 象  満18歳以上の個人 

（３） 標 本 数        1,000人 

（４） 抽 出 方 法  層化二段無作為抽出法 

（５） 調 査 方 法  郵送留め置き・訪問回収法 

（６） 調 査 期 間  平成20年12月５日～12月21日 

（７） 有 効 回 収 率  81.8％ 

 

＜調査項目＞ 

（１）定住意向   （８）昭島市のまちづくり 
（２）災害対策等   （９）少子高齢化 
（３）交通環境    （10）国際化 
（４）地域活動   （11）情報化 
（５）生涯学習   （12）男女共同参画 
（６）環境   （13）市政と市民  
（７）昭島の水   （14）重点施策と公共施設等 

 
※本概要版を見る際の注意事項 

（１）集計は小数第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答率の合計が100.0％にならない場

合がある。 

（２）ｎ（Number of Casesの略）は比率算出の基数であり、100％が何人の回答者数に相当するかを

示す。 

（３）回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数ｎとして算出した。したがって、複数回答の

設問は、すべての比率を合計すると100％を超えることがある。 

（４）本文やグラフ・数表上の選択肢表記は、場合によっては語句を簡略化してある。 
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農林漁業

自営業

会社員・団体職員

会社役員・団体役員

公務員

アルバイト・パートタイマー

家事専業

無職

学生

その他

　無回答

0.1

7.6

29.3

1.8

3.4
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19.6
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4.4
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＜調査回答者の属性＞ 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

 

 

（％）

ｎ＝818

男性
48.2%

女性
51.8%

ｎ

全 体 (818)

男 性 (394)

女 性 (424)

16.7

16.5

17.0

16.6

16.5

16.7

17.6

18.8

16.5

2.3

2.3

2.4

13.3

13.5

13.2

17.7

16.8

18.6

15.6

15.7

15.6

（％）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
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１．定住意向 
（１）居住年数 

 

 

 

 

・「３年未満」（8.2％）と「３年～５年未満」（6.2％）を合わせた『短期居住者』（14.4％）

が１割半ば、「５年～10 年未満」（9.9％）と「10 年～20 年未満」（19.7％）を合わせた

『中期居住者』（29.6％）が３割となっている。また、「20 年以上」の『長期居住者』（56.0％）

が過半数を占めている。 

 

（２）定住意向 

 

 

 

 

 

・「現在のところに住み続けたい」（66.4％）と「市内の別のところに住み続けたい」（6.0％）を合

わせた『今後とも住み続けたい』（72.4％）が７割を超えている。また、「昭島市外へ移りたい」

の『住み続けたいとは思わない』（10.0％）が１割、「わからない」の『どちらともいえない』（17.6％）

が２割近くとなっている。 

 

（３）住み続けたい理由 

 

 

 

 

・「便利で暮らしやすいから」（36.8％）が４割近くと最も多く、次いで「むかしから住ん

でいるから」（31.8％）、「緑が多く自然環境が良いから」（19.4％）などの順となって

いる。 

 

（４）住み続けたいとは思わない理由 

 

 

 

 

・「買い物や交通が不便だから」（24.4％）が２割半ば、「車や飛行機の騒音がうるさいか

ら」（19.5％）が２割となっている。 

ｎ

全 体 (818) 8.2 6.2 9.9 19.7 56.0

（％）

長期居住者
（56.0％）

３年未満 ３年～５年未満 ５年～10年未満 10年～20年未満 20年以上

短期居住者
（14.4％）

中期居住者
（29.6％）

ｎ

全 体 (818) 66.4 6.0 10.0 17.6

（％）

住み続けたいとは
思わない（10.0％）

どちらともいえない
（17.6％）

現在のところに
住み続けたい

市内の別のところに
住み続けたい

昭島市外へ移りたい わからない

今後とも住み続けたい
（72.4％）

むかしから
住んでいるから

便利で暮らし
やすいから

緑が多く自然
環境が良いから

親切であたた
かみがあるから

歴史や伝統が
あるから

その他

ｎ

全 体 (592) 31.8 36.8 19.4

1.7 0.0

10.3

（％）

買い物や交通が
不便だから

車や飛行機の騒音
がうるさいから

自然環境が
悪いから

文化的・都会的で
ないから

その他

ｎ

全 体 (82) 24.4 19.5

1.2

11.0 43.9

（％）
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２．災害対策等 
 

（１）災害に対しての備え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「懐中電灯や携帯ラジオ」（60.3％）が６割と最も多く、次いで「避難場所を確認してい

る」（34.8％）、「飲料水や食料」（30.9％）、「家族の緊急連絡先を確認している」（29.7％）

などの順となっている。 

 

ｎ＝818

懐中電灯や携帯ラジオ

避難場所を確認している

飲料水や食料

家族の緊急連絡先を確認している

貴重品の管理

消火器

救急医薬品

家具の転倒防止

カセットコンロ・固形燃料

衣類

避難用のハシゴやロープ

建物の耐震性チェック

ブロック塀の補強や改修

その他

何もしていない

60.3

34.8

30.9

29.7

23.3

21.4

20.8

19.7

14.2

8.4

7.5

5.3

1.3

1.0

22.2

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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（２）市の災害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「緊急時の負傷者・病人などの救急・救命」（57.1％）が６割近くと最も多く、次いで「食

料・飲料水などの備蓄」（47.4％）、「正確・迅速な情報伝達」（42.3％）、「高齢者・

障害者など災害に弱い人への対策」（36.7％）などの順となっている。 

 

 

ｎ＝818

緊急時の負傷者・病人などの救急・
救命

食料・飲料水などの備蓄

正確・迅速な情報伝達

高齢者・障害者など災害に弱い人
への対策

近所の人とのつながりや助け合い
を深める

水道や電気などの耐震強化

避難場所・避難道路などの整備

建物の不燃化・耐震化

消防車や給水車の充実

防災ボランティアの育成や受け
入れ体制の整備

住民によるパトロールを行う

防災訓練の実施

自主防災組織の整備充実

その他

57.1

47.4

42.3

36.7

22.7

22.6

18.6

10.3

7.9

7.7

4.6

4.2

3.3

2.4

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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３．交通環境 
（１）希望する交通環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「信号機・標識・横断歩道等の安全施設の充実」（30.3％）が３割と最も多く、次いで「青

梅線・八高線・西武線の増発」（26.5％）、「バス路線の見直しや充実」（25.6％）、「住

宅地等の４ｍ未満道路の拡幅整備」（25.2％）、「床の低いバスの導入など高齢者や障害

者に配慮した交通環境整備」（24.2％）などの順となっている。 

 

４．地域活動 
（１）行っている地域活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「していない」人（65.4％）が６割半ばを占めている。活動をしている人の中では、「自

治会、子ども会、老人クラブなどの活動」（18.2％）が最も多く、次いで「スポーツ・レクリ

エーション活動」（9.2％）、「ＰＴＡや保護者会活動」（7.5％）などの順となっている。 

ｎ＝818

信号機・標識・横断歩道等の安全施設
の充実

青梅線・八高線・西武線の増発

バス路線の見直しや充実

住宅地等の４ｍ未満道路の拡幅整備

床の低いバスの導入など高齢者や障
害者に配慮した交通環境整備

住宅街への車進入抑制

幹線道路の整備

その他

特にない

30.3

26.5

25.6

25.2

24.2

18.1

16.7

8.3

5.5

0 10 20 30 40 （％）

ｎ＝818

自治会、子ども会、老人クラブなど
の活動

スポーツ・レクリエーション活動

ＰＴＡや保護者会活動

音楽、美術、趣味などの文化芸術
活動

福祉などのボランティア活動

リサイクル、自然保護、緑化などの
団体活動

防災、消防団活動

消費者活動や女性団体の活動

その他の活動

していない

18.2

9.2

7.5

6.6

3.8

3.2

1.5

0.6

2.1

65.4

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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５．生涯学習 
（１）関心のある学習、活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ジョギング、テニス、ハイキングなどのスポーツ・レクリエーション」（37.3％）が４

割近くと最も多く、次いで「栄養、健康法などの健康管理のための学習」（28.9％）、「英

会話、パソコンなどの資格や技能の修得のための学習」（28.4％）などの順となっている。 
 
６．環境 
（１）環境問題に対して行うべき施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「地下水を守るため、透水性舗装などで雨水の地下浸透を促進する」（48.5％）が５割近

くと最も多く、次いで「地域の緑や水辺など、身近な自然環境の保全を進める」（40.8％）、

「ごみ減量を進めるとともに、リサイクルを中心とした資源ごみの有効活用を図る」

（32.2％）などの順となっている。 

ｎ＝818

ジョギング、テニス、ハイキングなど
のスポーツ・レクリエーション

栄養、健康法などの健康管理のため
の学習

英会話、パソコンなどの資格や技能
の修得のための学習

経済、環境、教育などの生活・社会
問題の学習

歴史、文学などの教養の向上を目標
とした学習

演劇、音楽、美術などの鑑賞や創作
活動

料理、洋裁などの日常生活に役立つ
学習

生け花、陶芸、俳句などの趣味活動

手話、点字やボランティア活動な
どの奉仕活動

郷土芸能などの伝統的な地域文化
に関する活動

その他

特にない

37.3

28.9

28.4

25.9

25.8

23.8

21.6

14.1

12.0

8.4

1.5

18.0

0 10 20 30 40 （％）

ｎ＝818

地下水を守るため、透水性舗装などで雨水
の地下浸透を促進する

地域の緑や水辺など、身近な自然環境の保
全を進める

ごみ減量を進めるとともに、リサイクルを中
心とした資源ごみの有効活用を図る

地球温暖化対策に関する具体的な施策を
推進する

大気汚染、水質汚濁などの公害対策を推進
する

省資源、省エネルギーに関する施策を促進
する

環境問題に関する啓発や情報提供を推進
する

環境保全のために組織づくりや団体等への
支援をする

その他

わからない

48.5

40.8

32.2

17.5

15.9

8.7

7.2

3.8

2.4

6.1

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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７．昭島の水 

（１）おいしい水を供給するために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

・「地下水汚染に対する規制を強化する」（30.0％）が３割と最も多く、次いで「雨水をト

イレなどにもっと利用し、水道使用を減らす」（19.8％）、「節水を徹底する」（15.9％）、

「森林保護に貢献する」（13.9％）、「雨水を地下に浸透させる」（13.0％）の順となっ

ている。 

 

 

８．昭島市のまちづくり 

（１）昭島市のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昭島市のイメージや実感について聞いたところ、「そう思う」と「どちらかといえばそう

思う」を合わせた『そう思う』では、【親しみやすい】（74.5％）が７割半ば、【安心】

（70.9％）がほぼ７割となっている。一方、「そうは思わない」と「どちらかといえばそ

うは思わない」を合わせた『そうは思わない』では、【都会的】（79.7％）が８割、【新

しい】（67.9％）が７割近くとなっている。 

 

ｎ

全 体 (818) 6.515.9 13.0 19.8 13.9 30.0

1.0

（％）

節水を徹底
する

雨水を地下に
浸透させる

雨水をトイレ
などにもっと
利用し、水道
使用を減らす

森林保護に
貢献する

地下水汚染
に対する規
制を強化する

その他 わからない

ｎ＝818

ア　都会的（⇔いなか的）

イ　新しい（⇔伝統的）

ウ　親しみやすい（⇔親しみにくい）

エ　活気がある（⇔活気がない）

オ　安心（⇔不安）

カ　魅力的（⇔魅力的ではない） 10.1

19.2

6.5

19.7

3.8

2.8

43.9

51.7

35.0

54.8

27.1

16.9

35.1

20.8

45.2

18.6

51.3

53.8

9.9

7.1

12.3

6.2

16.6

25.9

1.0

1.2

1.0

0.7

1.1

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（％）

そう思う
どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そうは思わない

そうは思わない

そう思う そうは思わない

無回答
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（２）ゆとりある都市基盤整備に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「歩行者や自転車に配慮した道路づくりを進める」（54.2％）が５割半ばと最も多く、次

いで「多摩川などの水辺空間を、市民が親しめ、生き物が生息できるよう整備する」（34.0％）、

「電線等の地中化を進め、市街地のグレードアップを図る」（28.4％）、「公園や街路樹

を増やし、実のなる樹木も植える」（21.1％）などの順となっている。 

 

（３）昭島市の将来イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「身近なところで自然に触れられる緑豊かなまち」（48.4％）が５割近くと最も多く、次

いで「交通、買い物など便利で、住まい・暮らしを大切にするまち」（36.7％）、「子ど

もや高齢者などが共に生き、心通わせるふれあいのあるまち」（25.7％）などの順となっ

ている。 

ｎ＝818

歩行者や自転車に配慮した道路づくりを
進める

多摩川などの水辺空間を、市民が親し
め、生き物が生息できるよう整備する

電線等の地中化を進め、市街地のグレー
ドアップを図る

公園や街路樹を増やし、実のなる樹木も
植える

地区計画制度などを活用し、統一感のあ
るまちなみを形成する

舗装や街路樹などのデザインに配慮する

看板、屋外広告物、ポスターなどによる
過激な広告を規制する

公共施設の案内板などのデザインを統一
し、見やすくする

その他

わからない

54.2

34.0

28.4

21.1

15.0

10.6

9.9

4.4

2.4

5.1

0 10 20 30 40 50 60 （％）

ｎ＝818

身近なところで自然に触れられる緑
豊かなまち

交通、買い物など便利で、住まい・暮
らしを大切にするまち

子どもや高齢者などが共に生き、心
通わせるふれあいのあるまち

教育・文化活動やスポーツなどが充
実する教育・健康のまち

道路・下水道などが整備され、災害に
も強い防災のまち

雨水利用やリサイクル活動など環境
に配慮するまち

障害者などを大切にし、ボランティア
活動の盛んな福祉のまち

歴史を大切にし、調和のある街並み
の美しい文化のまち

農業・工業・商業、それぞれが活
力にあふれた産業のまち

その他

わからない

48.4

36.7

25.7

15.4

14.9

14.5

9.3

8.3

6.6

1.0

4.9

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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９．少子高齢化 
（１）子育て環境に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「子育てに対する援助制度の充実」（52.6％）が５割を超え最も多く、次いで「働く女性

への育児休暇など、援助・保護制度の充実」（48.3％）、「経済状況の向上」（34.8％）

などの順となっている。 

 

（２）高齢者のために重要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「医療制度・医療施設の充実」（59.8％）が６割と最も多く、次いで「年金制度の充実」

（52.9％）、「特別養護老人ホームなど施設介護サービスの充実」（27.5％）、「ホーム

ヘルプサービスなど在宅介護サービスの充実」（26.4％）、「雇用の機会の拡充」（23.5％）

などの順となっている。 

ｎ＝818

子育てに対する援助制度の充実

働く女性への育児休暇など、援助・保護
制度の充実

経済状況の向上

家族を含めたまわりの人の理解と協力

住宅事情の改善

男性の育児・家事への積極参加

その他

わからない

52.6

48.3

34.8

19.9

13.8

10.6

4.6

4.8

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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医療制度・医療施設の充実

年金制度の充実

特別養護老人ホームなど施設介護
サービスの充実

ホームヘルプサービスなど在宅介護
サービスの充実

雇用の機会の拡充

高齢者向け住宅の建設など住宅対策
の充実

地域で高齢者を見守る体制の充実

スポーツ、趣味活動や教養講座など
生きがい対策の充実

経験と能力を生かした社会奉仕活動
の促進

高齢者が利用する施設のバリアフ
リー化、低床バスなどの導入の推進

相談員など相談機関の充実

その他

59.8

52.9

27.5

26.4

23.5

17.4

16.6

16.3

14.9

12.3

8.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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10．国際化 

（１）市民生活における国際交流の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「子ども達の交流を中心に、市民ぐるみの交流を進める」（35.2％）が３割半ばと最も多

く、次いで「日常生活や文化・スポーツ面の交流を進める」（26.7％）、「相互に学生を

交換し、ホームステイ・ボランティア等を通じた人的交流を進める」（22.2％）、「国際

理解を深めるための教育を推進する」（19.7％）などの順となっている。 

 

11．情報化 
（１）ＩＣＴ利用度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報通信技術（ＩＣＴ）の利用状況を聞いたところ、パソコンについては「家庭でパソコ

ンを使っている」（54.0％）が５割半ば、「職場や学校でパソコンを使っている」（39.5％）

が４割となっている。また、携帯電話については「携帯電話を毎日常に使っている」（58.3％）

が６割近くとなっている。 

ｎ＝818

子ども達の交流を中心に、市民ぐるみの交流
を進める

日常生活や文化・スポーツ面の交流を進める

相互に学生を交換し、ホームステイ・ボラン
ティア等を通じた人的交流を進める

国際理解を深めるための教育を推進する

産業・技術・物産面などの交流を進める

外国人向けの標識や相談窓口を設置する

姉妹都市を提携する

難民救済や開発途上国への支援活動を行う

図書館等に外国情報コーナーを設けるなど
情報提供を行う

その他

わからない

35.2

26.7

22.2

19.7

14.8

11.7

11.7

10.5

5.3

2.0

15.3

0 10 20 30 40 （％）
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職場や学校でパソコンを使っている

家庭でパソコンを使っている

今は使っていないが、パソコンを
使ってみたいと思っている

携帯電話を毎日常に使っている

携帯電話を持っているがほとんど
使わない

その他

わからない

39.5

54.0

15.3

58.3

16.1

3.8

10.1

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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12．男女共同参画 
（１）男女の地位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各分野における男女の地位を聞いたところ、【全体】では「対等」（42.9％）が４割を超えてい
る。「女性が優遇」と「やや女性が優遇」を合わせた『女性が優遇』は 6.5％で、「男性が優遇」
と「やや男性が優遇」を合わせた『男性が優遇』（49.6％）が５割となっている。 

・各項目別にみると、「対等」は【教育の場】（74.7％）が７割半ばと最も多く、次いで【余暇生
活】（50.4％）、【法律や制度】（48.9％）、【社会活動の場】（47.7％）となっている。『男
性が優遇』の割合が高いのは【しきたりや習慣】（65.0％）と【職場】（61.8％）となっている。 

 

（２）女性の社会参画や地位向上に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「育児休業制度の普及や労働条件の改善など、女性が働きやすい環境をつくる」（48.3％）
が５割近くと最も多く、次いで「就労をはじめとする女性の社会進出に対応するため、保
育や高齢者の介護など社会環境を整備する」（39.9％）、「男女の性による役割分担の意
識や、それに基づく社会的慣習を改める」（23.0％）などの順となっている。 

ｎ＝818

ア　家庭生活では

イ　職場では

ウ　教育の場では

エ　社会活動の場では

オ　法律や制度では

カ　しきたりや習慣では

キ　余暇生活では

ク　全体としては

4.8

1.2

1.3

0.6

1.2

1.2

4.8

1.0

14.7

3.8

6.1

6.8

6.4

6.6

21.0

5.5

43.0

30.9

74.7

47.7

48.9

26.4

50.4

42.9

29.2

41.9

13.7

35.1

34.1

46.3

18.5

43.6

7.7

19.9

2.2

7.6

8.1

18.7

3.9

6.0

0.6

2.2

2.0

2.2

1.3

0.7

1.5

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（％）

女性が優遇
やや女性が
優遇

やや男性が
優遇

男性が優遇

女性が優遇

無回答対　　等

男性が優遇

ｎ＝818

育児休業制度の普及や労働条件の改善など、女性が働
きやすい環境をつくる

就労をはじめとする女性の社会進出に対応するため、
保育や高齢者の介護など社会環境を整備する

男女の性による役割分担の意識や、それに基づく社会
的慣習を改める

女性の就労機会の拡大を図る

女性の自立を高めるため、学習活動の機会や場の充実
を図る

生涯を通じた女性の健康支援を推進する

家庭及び学校において男女共同参画社会についての教
育を推進していく

配偶者からの暴力、仕事や家庭の問題についての相談
窓口を充実する

各種審議会などへの女性の登用を促進する

その他

わからない

48.3

39.9

23.0

19.9

8.4

8.2

8.2

7.8

6.2

1.6

10.0

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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13．市政と市民 

（１）市政の動きや行事の情報源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「広報あきしま」（85.7％）が８割半ばでとびぬけて多く、次いで「あきしま市議会報」

（25.1％）、「掲示板や回覧板」（17.8％）、「家族や知人、近所の人の話」（16.4％）

などの順となっている。 

 

（２）市民意見反映のために必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「計画立案段階でも随時情報を提供する」（31.7％）が３割を超え最も多く、次いで「各

種のアンケート調査を実施し広報などで周知する」（27.9％）、「市民が自由に参加でき

る懇談会などを多く開催する」（25.9％）、「各種審議会などに一般市民が公募で参加で

きるようにする」（25.8％）などの順となっている。 
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広報あきしま

あきしま市議会報

掲示板や回覧板

家族や知人、近所の人の話

一般の新聞やテレビ

昭島市のホームページ

自治会等の会合

市議会議員や市役所職員の話

その他

特にない

85.7

25.1

17.8

16.4

10.8

6.1

3.8

1.5

0.5

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （％）

ｎ＝818

計画立案段階でも随時情報を提供する

各種のアンケート調査を実施し広報など
で周知する

市民が自由に参加できる懇談会などを
多く開催する

各種審議会などに一般市民が公募で参
加できるようにする

パソコンやファクスを利用した参加の場
を設ける

モニターを募集し、市政に対する意見な
どを報告してもらう

その他

わからない

31.7

27.9

25.9

25.8

22.9

18.8

1.6

15.0

0 10 20 30 40 （％）
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14．重点施策と公共施設等 
 

（１）住みよくするための重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「高齢社会の進展に対する施策」（42.1％）が４割を超え最も多く、次いで「健康づくり

の推進や検診など市民の健康の保持増進」（36.2％）、「リサイクルの推進、地下水保全

など環境に配慮したまちづくり」（26.8％）、「防災、交通安全対策などの生活環境整備」

（23.8％）、「公園整備や緑化の推進と魅力ある都市景観の創造」（23.7％）などの順と

なっている。 
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高齢社会の進展に対する施策

健康づくりの推進や検診など市民
の健康の保持増進

リサイクルの推進、地下水保全など
環境に配慮したまちづくり

防災、交通安全対策などの生活環
境整備

公園整備や緑化の推進と魅力ある
都市景観の創造

児童や心身に障害のある方々に対
する福祉の増進

道路や駅前広場、下水道などの都
市基盤整備

教育施設など教育環境の整備充実

公民館や図書館活動の充実など
生涯学習の推進

商業や工業、農業などの産業振
興

コミュニティ活動の振興など生
き生きとした地域社会づくり

スポーツ・レクリエーション活
動の振興

消費者の保護育成

文化財の保護や市民文化の育成
など文化の香るまちづくり

中小企業勤労者の福祉増進

その他

わからない

42.1

36.2

26.8

23.8

23.7

18.8

18.8

15.8

15.8

11.6

9.0

7.8

5.9

4.9

4.5

2.2

4.8

0 10 20 30 40 50 （％）
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（２）参加できる市民活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「リサイクル活動など、環境保全に関する活動」（42.2％）が４割を超え最も多く、次い

で「緑地の清掃、花壇づくりなど身近な緑の保全活動」（35.7％）、「まつりなど地域の

イベント活動」（27.4％）などの順となっている。 

 

（３）整備・充実すべき公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「高齢者福祉センター」（36.4％）が３割半ばと最も多く、次いで「図書館」（24.7％）、

「公園」（20.9％）、「市民斎場」（19.8％）などの順となっている。 
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リサイクル活動など、環境保全に
関する活動

緑地の清掃、花壇づくりなど身近
な緑の保全活動

まつりなど地域のイベント活動

高齢者・障害者などに対する地域
福祉活動

スポーツ・レクリエーションなどの
地域活動

災害援助などのボランティア活動

生涯学習活動などでの知識・経験
の提供

自主防災や防犯活動、交通安全
活動

子供会などの青少年育成に関す
る活動

地域の公共施設の管理運営に関
する活動

難民援助、技術援助など国際交
流活動

その他

わからない

42.2

35.7

27.4

23.2

19.2

15.5

14.2

13.8

13.6

10.5

3.9

2.8

19.1

0 10 20 30 40 50 （％）
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高齢者福祉センター

図書館

公園

市民斎場

地域包括支援センター

児童館

市民総合体育館

教育センター

郷土資料館

男女共同参画センター

その他

わからない

36.4

24.7

20.9

19.8

17.0

13.4

13.4

7.5

4.3

3.5

5.1

7.7
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